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はじめに 

 

 

名古屋港は、物流、生産、交通、防災の各機能を備わった日本を代表する国際貿易港であり、中部のものづくり

産業を支える重要な役割を担っています。 

とりわけ名古屋港において、北米や欧州などを結ぶ基幹航路のコンテナ船が寄港する名古屋港飛島ふ頭地区

には、4 つのコンテナターミナルがありますが、搬入情報等に不備があるコンテナ貨物を積載しているトレーラーな

どの影響により、コンテナ貨物の受け渡しに必要な手続きに時間を要し、各コンテナターミナルの出入口のゲートで

はトレーラーが集中することでゲート前を起点とした一般道路への渋滞が発生し、円滑な物流が阻害されていまし

た。 

また、船舶の入出港に併せてコンテナ貨物の搬出入が行われることから、時間帯や曜日等によってはトレーラー

が集中し、慢性的な渋滞を招く状況にあり、コンテナターミナルゲートにおける手続き処理の効率化は解決すべき

重要な課題となっていました。 

そうした状況の中で、名古屋港飛島ふ頭地区では、渋滞解消に向けて、平成 23 年 3 月末に実証実験として、

名古屋港飛島ふ頭に 4 つのターミナルゲートの搬出入手続きを一箇所に集約する施設である集中管理ゲートを整

備し、ターミナルオペレーションシステムとの連携を図りました。その結果、ゲート作業の平準化や整流化により、ゲ

ート前の渋滞を解消するとともに、所要時間の短縮・信頼性の向上により、物流の効率化を図ってきました。 

 

国土交通省中部地方整備局港湾空港部では、平成 23 年度より「名古屋港飛島ふ頭物流効率化検討委員会」

を設置し、集中管理ゲートの整備効果や運用上の課題、周辺道路への影響把握とその対策検討など、集中管理

ゲートの効率的運用に資する各種検討を行ってきました。 

本手引きは、名古屋港における集中管理ゲートの実証実験により得られた知見、ならびに「名古屋港飛島ふ頭

物流効率化検討委員会」での検討結果などの成果をとりまとめ、コンテナターミナルゲートの計画、諸課題などの

対策への技術的な指針となることを目的に作成したものです。 

 

本手引きが関係者各位の参考となり、コンテナターミナルゲートの効率化の一助となれば幸いです。 

 

名古屋港飛島ふ頭物流効率化検討委員会 

委員長 山本 幸司 
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